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二本松の秋を彩る、提灯祭り！

祭りの中に、見覚えのある顔が…？

写真① マルナカの佐藤さんを探そう！ 写真② ファームの桑島さんを探そう！

佐藤さんと桑島さん、どこにいるでしょう？

10月3日～5日、二本松の提灯祭りが開催されました。

華やかな太鼓台と、夜を彩る提灯。お祭りの写真には、

マルナカの佐藤さんと、まるなかファームの桑島さんの姿も！

いつもの仕事姿とはひと味違う、祭り姿のお二人。

皆さんは見つけられますか？写真をじっくり見てくださいね。

まるなカフェ秋の新メニュー登場！

サルシッチャが帰ってきました！

推しの一品！サルシッチャハンバーグ

「サルシッチャが好きだったのに―」という声も。
ファンに惜しまれたあのサルシッチャが、今度は

ハンバーグに姿を変えて再登場しました！

テイクアウトできるバーガーとピタパンも仲間入り。

お店でも、お持ち帰りでも。ぜひ味わってくださいね。

サルシッチャハンバーガー プルドポークピタパン



社長のつぶやき

8月の梅雨明け以降、なかなか天候に恵まれず、記録的な長雨が続きました。気持ちも晴れず、体調も何とな
く優れない、そんな日々を過ごされた方も多かったのではないでしょうか。

10月に入り、ようやく青空が広がる日も増え、太陽の光を浴びることが、これほど気持ちの良いものなのかと
改めて思いました。人間にとって太陽の存在は本当に大きく、心も体もその恵みに支えられているのだと、つく

づく考えさせられました。

昔から「土方殺すにゃ刃物はいらぬ、雨の三日も降ればよい」という言葉があります。昔、雨の日が続くとよ

く耳にした言葉です。当時は、雨が降れば現場は休み、会社も休み、当然ながら収入もなし。それが当たり前の

建設業でした。

そんな中、「お天気祭り」と称して、現場事務所で安全教育を行った後に、みんなで焼肉を囲んだこともあり

ました。今思えば、仕事ができない日を利用して、社員同士のコミュニケーションを図るという意味もあったの

かもしれません。今では考えられない時代でしたが、振り返ってみると、あれはあれで楽しかった思い出です。

今は、何かと書類に追われる毎日ですが、現場を円滑に進めるためには、こうした仲間同士のコミュニケーショ

ンの時間も、案外大切だと私は思っています。

天候に左右されるのは建設業だけではありません。ガソリンスタンドでは雨が続くと洗車のお客様が減少し、

売上にも影響が出ます。また、農業においても長雨によって牧草の収穫を断念せざるを得ないなど、自然を相手

にする仕事の難しさを感じました。

こうして振り返ると、天候一つで私たちの体調から仕事、そして会社の業績に至るまで、さまざまな影響があ

ることが分かります。普段は当たり前に思っている青空や太陽のありがたさを、今年ほど感じたことはなかった

ように思います。

さて、秋の夜長、皆さんはどのように過ごされますか。食欲の秋、読書の秋と言われるように、何をするにも

過ごしやすい季節となりました。趣味や読書、家族との団らんなど、仕事以外の時間も大切にしながら、それぞ

れが充実した秋を過ごしていただきたいと思います。

一方、10月からは全現場で本格的な作業が始まります。これまでの遅れを取り戻したい気持ちもあるかと思い
ますが、焦りは事故につながります。安全第一を心がけ、一つひとつの作業を確実に進めていただきたいと思い

ます。

早いもので、今年も残すところ3か月となりました。仕事においても私生活においても、時間の使い方は大切
です。誰にとっても時間は平等です。しかし、その時間をどう使うかによって、結果は大きく変わってきます。

「後からやる」は、結局「やらない」と同じことです。物事を後回しにせず、今できることを今やる。

10月も、引き続き安全作業でお願い致します。
ご安全に！！


